




Study of continuous Outpatient nursing care 
-Given the continued nursing practice model-
Rubiko NISHI， Yuriko NOZAKI， Fumie YANO 
The purpose of this study，“Tontinuing outpatient nursing care" is to be considered. 
“Continuing outpatient nursing care" elements were extracted. 
① Know so far， to predict the future. ② Build relationships between people and to organize 








































































































































































































































































































































































































































































































号， p 74， 1-3， 2011. 
2)厚生労働統計協会:国民衛生の動向・厚生
の指標増刊・第58巻第9号通巻第912




























































































































T 病様看腹師・訪問看随師・ケアマネー ジァー ・かかりつけ医・薬剤師との連績をとり、在宅療養に向けて翻聾する
ム 途切れなく通院できるように調整し、他職種による援助に結びつける
を 症状の変化による受診する9イミング、病院に電話をする9イミングの指導
統 患者・家族に具体的な受診の目安を伝え病院と関わりゃすくする
~コ~ 本人の意思を尊重し、家族の負担を考え適切なサービスの紹介を行う
す 退院し、在宅へ移行・庖員・施設入所するための準備や支援を行う
る 自己管理の確認・生活に支障があるかなどの確認することが継続につながる
1人の患者を多くの職種が関わり、QOL向上を目指し情報を共有する
多職種が閉じ目標に向かってケアしていく
通院が続くように工夫する(声がけ・不安への傾聴・他職種との調整)
患者・家族と 在宅療養をしていても地域機関と病棟、外来などと連機をとり継続して支援する
社会資源の活用 不安軽減のための電話相談、質問しやすい環境作り
スムーズに退院できるように病棟のNsとカンフアレンスをする
夫の介護を一人で行っている妻に夫が介護認定を受けることをすすめる。
患者の症状を観察し患者の状態に合わせた制度やサービスを紹介していく
訪問看護STなどの社会資源があること、いつでも頼っていいと話していた。
患者さんの思いに沿うように退院を調節しサービスの情報提供、地域包括と連絡を取り合う。
外来通院しながらの生活を支える
介護の介入時期を見計らう
外来通院・治療が生活の一部になっている事を認識する
社会資源を活用していく
患者の経済的負担を認識する
高額医療・助成制度について認識する
家族介護力なく経済的に苦しい場合は地媛包括や区の福祉課へつなぐ
要介護認定の手続きや生活保護についてなど話し合い
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